
女性つながりサポート等事業 【大府市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １，１００ 千円

交付金額 ８２５ 千円

事業番号 ①

全国的にみて、女性の就業率が低い傾向にある。そのため、コ
ロナ禍も一因となり、女性の悩みごと相談が増加し、面接だけで
なく、電話相談も増加している。
また、女性の居場所として困難を抱えた女性が参加しやすい講

座や若い女性への働きかけをする必要がある。

既存の弁護士相談事業を拡充し、相談日を増やした。電話相
談が増加しているため、電話相談員養成講座を実施した。また、
若年女性向けにウェブサイトに各種相談窓口の一覧を作成した
り、パンフレットを配布したりした。
困難を抱える女性向けの居場所事業である、「ココロとカラダのメ
ンテナンス講座」は各回毎に参加できると形式とし、参加者が相
談につながるように、相談員も参加している。

〇市内医療機関（精神科医紹介）
〇ウィメンズカウンセリング名古屋（相談員養成講師派遣）
〇NPO法人ミュー・ぷらんおおぶ（事業受託団体）
○市内高校、大学（パンフレット配布）

相談から「ココロとカラダのメンテナンス講座」につながった件数：２件
「ココロとカラダのメンテナンス講座」から相談につながった件数：１件
コロナ規制の変更があり、日常生活が戻ってきたためか、相談からメ
ンテナンス講座受講につながる件数が減少した。一方、メンテナンス
講座参加者数は一定数あり満足度も高いため、自分へのケアや新し
い友人づくりの手法を学ぶ場は提供できている。
また、若年層の女性への働きかけとしてパンフレット配布を行い、相
談窓口のＰＲを行った。

若年層の女性が参加できるように、土曜日にメンテナンス講座を開
催したが、なかなか参加に結びつかなかった。講座内容と広報やＰＲ
の方法を再度検討する必要がある。

女性の悩みごと相談の拡充し、若年層の女性向けに相談ＰＲを行う。
不安や困難を抱える女性がセルフケアや自分を表現する方法など
を学びながらリフレッシュし、他の参加者と顔なじみになれる場を用
意する。
〇若年女性の相談件数：3件
〇法律相談の延べ相談件数：24件
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